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中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：2N

考え方

1. 5−3＝2N

よくあるまちがい：水中でのばねばかりの値を、浮力と答えない。差を求める。

問2　答え：ウ（大きくなる）

浮力の大きさは、水中にある部分の体積で決まります。体積が大きいほど、浮力は大きくなります。

よくあるまちがい：浮力は物体の重さではなく、水中の体積で決まる。

問3　答え：イ（変わらない）

水圧は深いほど大きくなりますが、上面と下面の水圧の差は変わらないので、浮力は変わりません。

よくあるまちがい：全部沈んだあとは、深さで浮力は変わらない。

問4　答え：ア（同じ）

物体がおしのけた水の重さと、浮力の大きさは等しくなります（アルキメデスの原理）。

よくあるまちがい：おしのけた水の重さ＝浮力。

問5　答え：イ（物体の下面にはたらく水圧の方が大きいから）

水圧は深いほど大きいので、物体の下面を上に押す力が、上面を下に押す力より大きくなります。この差が

浮力です。

よくあるまちがい：浮力＝下面と上面の水圧による力の差。

問6　答え：3.6N

考え方

1. 全部沈めたときの浮力：4−3.2＝0.8N

2. 半分のときの浮力：0.8÷2＝0.4N

3. ばねばかり：4−0.4＝3.6N

よくあるまちがい：浮力は水中にある体積に比例する。

問7　答え：ウ（木片にはたらく重力と同じ）

水にうかんで止まっている物体では、浮力と重力がつり合っています。

よくあるまちがい：うかんで止まっている＝浮力と重力がつり合っている。

問8　答え：下の例

船の形にすると、水中にある部分の体積が大きくなり、浮力が大きくなる。浮力が重力と同じ大きさにな

るところでつり合うので、船はうかぶ。かたまりは体積が小さく、浮力が重力より小さいのでしずむ。

採点のポイント：船の形は、水中にある部分の体積が大きく、浮力が大きい／浮力が重力とつり合えばう

かび、重力より小さいとしずむ

よくあるまちがい：同じ重さでも、体積（おしのける水の量）がちがえば浮力がちがう。
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